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「CO2見える化」の取り組み 

• ２００７ 食品・アミノ酸原料のCO2排出係数DB作成 

• ２００３ 包材のCO2排出量算定方法開発 

• ２００４ 食品・アミノ酸CO2排出量算定方法開発開始 

• ２００８ 「冷食鶏のから揚げ」でCFP実用化研究会に参画 

• ２００９ CFP制度試行事業に参画 

• ２０１０ 「飼料用アミノ酸」PCR認定（PA-BU-01） 

• ２０１１ 「飼料用リジン」CFP認証（CV-BU01-001） 

• ２０１１ 「アミノ酸、ペプチドおよび核酸」PCR認定（PA-BU-02） 

• ２０１１ 「アミノ酸、ペプチドおよび核酸」８品目申請対応中 



「アミノ酸、ペプチドおよび核酸」 （B to B 中間財） 
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製品の広がり 

「アミノ酸、ペプチドおよび核酸」 

食品・医薬品の主要素材 



世界展開 

「アミノ酸、ペプチドおよび核酸」 

数カ国で製造 

グローバルに販売 



飼料用リジン 
 

 １．グローバル商品 ⇒ 「見える化」の世界動向 
 ２．使用により、GHG排出量の低減 

144kg-CO2e/25kg-塩酸 L-リジン 
CV-BＵ01-001 



飼料用リジン添加・栄養調整、飼料中のタンパク質量の低減 
    ↓ 
家畜のふん尿中の窒素量の低減 
    ↓ 
発生するN2O量（GHG）の低減 

味の素グループ環境報告書2010 

飼料用リジンのGHG排出量低減の仕組み 



飼料用リジンのGHG低減量試算 

ビタミン 

ミネラル 

慣用飼料 

大豆粕 飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼ 

ビタミン 

ミネラル 

低タンパク配合飼料 CO2 

大豆粕 飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼ － ＜ ０ 

塩酸L-リジンのCFP 
5.8kg-CO2e/kg 

塩酸L-リジンのCFP 
キャンセル 

塩酸L-リジンのGHG低減量 
15kg-CO2e/kg 

堆肥化 強制堆肥化 

貯留 浄化 

排泄物管理 

慣用飼料 

低タンパク 

配合飼料 

ふん尿 

N2O 

CO2 

飼料メーカー 

J-VER：「低タンパク配合飼料利用による豚のふん尿処理からのN2O排出抑制」 
国内クレジット：「豚への低タンパク配合飼料の給餌」 

↓試算 



CO2：144kg 
(原料調達段階から流通段階まで) 

CO2 の「見える化」 
カーボンフットプリント 

http://www.cfp-japan.jp 
検証番号：CV-XXYY-ZZZ 

飼料用リジンを使用す
ることによりGHG排出
量削減に役立ちます 

追加情報 

課題と普及に向けた改善提案 １ 

GHG排出量低減に役立つ製品について、積極的にアピールできる仕組み 
 

 ⇒メーカーのやる気を引き出す。 

 ⇒追加情報にCFP算定バンダリー外の事も記載できるようにする 



課題と普及に向けた改善提案 ２ 

カットオフ・ルールにフレキシビリィティーを持たせ、効率や汎用性を高める仕組み 
 

 ⇒末節を取り除き、算定の労力を減らし、スピードと効率を高める 
 ⇒中味が同じで、荷姿の異なるものへ、同一数値（重量当り）を適用し汎用性を 
   高める 

カットオフ基準 

ライフサイクル全体に対する寄与度が低いプロセスについては、全体のＣＯ２排出量のう
ち５％までを限度とし、範囲を明示した上で、カットオフしてもよい。ただし、シナリオや類似
データ、推計データを活用して代替することを優先し、それが困難な場合に限る。 

なお、中間財におけるカットオフ基準は、中間財のＰＣＲで算定対象とする全てのライフサ
イクル段階を合計したＣＯ２排出量のうち５％までを限度とする。 

 ⇒赤字部分を削除 



■原材料調達段階 

■包材 

■梱包材 

■廃棄物処理 

 排水処理  

■流通段階 

■廃棄物処理 

■生産段階 

ライフサイクルに占める割合 

（飼料用リジン） 

フレキシブルなカットオフ・ルールで末節カット 
 
     ： 評価対象外項目 
     ： フレキシブルにカットオフ 

⇒算定の労力減らしスピードと効率アップ 

同一製品群 

（アスパルテーム） 

300kg 

25kg 

1kg×10 

⇒同一製品群は同一CFP/kg適用 

包材<1％ 

課題と普及に向けた改善提案 ２ 

10品目以上 



Animal, page 1 of 12 & The Animal Consortium 2011 

Evaluation of the environmental implications of the incorporation of 
feed-use amino acids in the manufacturing of pig and broiler 
feeds using Life Cycle Assessment 

INRA ： フランス国立農学研究所  

飼料用アミノ酸配合飼料の方が慣用飼料よりもGHG排出量等環境影響が少ない 

sugar 1 kg
maize starch 0.5 kg
wheat starch 0.5 kg
liquid ammonia 0.3 kg
electricity 18 MJ
natural gas 18 MJ

飼料用リジンのCFP算定のための活動量 

シンプルな割りに‥ 

課題と普及に向けた改善提案 ２ 

極端な例ですが‥‥ 



144kg-CO2e vs 140kg-CO2e 
 

 ⇒ この数値の比較に意味があるのか？ 
    ・排出原単位の精度 
    ・国内外のデータベース間の違い 
    ・PCRの使い方（一次データかシナリオか） 
 

 ⇒ しかし、お客様はこの数値の差を見比べる 
 

 ⇒ メーカーとしては、安易に数値を出しにくい 

課題と普及に向けた改善提案 ３ 

適切な判断目安を設けて比較できる仕組み 



適切な判断目安を設けて比較できる仕組み 
 例えば 
 ⇒商品群毎に判断目安を設ける 
 ⇒食品などカテゴリーに分け、1日毎や1ヶ月毎の各家庭での目安を設ける 

課題と普及に向けた改善提案 ３ 

商品群毎の目安 

CFP 

商品GHG排出量：許容内 
⇒CFP数値表示は必須でなくなる 

各家庭でのカテゴリー毎の目安 

A製品CFP 

B製品CFP 

C製品CFP 

カテゴリーGHG排出量：まだ余裕 
⇒１食毎のCFP表示が必要 



⇒ CFP算定のための活動量（原料、燃料投入量）から製品の変動費が予想可能 
⇒ 項目中には、メーカーのノウハウが含めれる事も 
 
⇒ 原材料の一次データを集めようとすると、同様な事が起こり、原材料メーカーが 
   データの拠出を渋る要因となる 

CFP検証時の活動量 
原材料のデータ収集 

の秘匿性を高める仕組み 

課題と普及に向けた改善提案 ４ 

項目名 推定価格（\）
sugar 1 kg 100 \/kg 100
maize starch 0.5 kg 100 \/kg 50
wheat starch 0.5 kg 100 \/kg 50
liquid ammonia 0.3 kg 100 \/kg 30
know-how 0.01 kg 100 \/kg 1
electricity 18 MJ 10 \/MJ 180
natural gas 18 MJ 10 \/MJ 180

591

活動量 推定単価

推定変動費：



検証済みCFP データを引用したCFP 算定 

①検証済みCFP データの引用 

・ライフサイクルの中で、CFP 検証済みの製品又は中間財を使用している場合には、 

 その検証済みCFPデータをそのまま引用することができる。 

 CFP 検証済みの製品又は中間財のPCR が、最終製品のPCR に引用されている 

 ことを前提条件とする。 

原材料のデータ収集の秘匿性を高める 

 ⇒赤字部分を廃止し一次データあるいは二次データとして使用可能とする 

CFP検証時の活動量の秘匿性を高める 
 ⇒検証員の保守義務の強化 
 ⇒事業社内検証員であれば、秘匿性がより高められる 

課題と普及に向けた改善提案 ４ 



御清聴有難う御座いました 


